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【1】バナジウム酸イヒ物・ブロンズの研究（小野田雅二重、長i畢博）   
本年度は以下の4種の物質系を対・象とした。   
（1）三角格子磁性体LiVOユ及び元素置換系   
（2）混合原子価系α－CuVOヨ   
（3）スピネル型ZnV20いMgV204、及びLi‡Mgl＿JV204系   
（4）新ブロンズLi－B－Ⅴ－0系   
各物質系に関する研究の概略を以下に記す。   
（1）三角格子j蔽性体LiVO2及び元素置換系   
LiVO2の結晶構造はα－NaFeO2と同型で、立方晶（1，1，1）面が2借周期の超格子構造と  
なり、その面内でV3十は三角格子を形成する。V3＋面は2枚の0ヱ●面と1枚のLi＋面に隔て  







定数である。各置換系の閲i容限界濃度は次のようになった。   
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によってスケールされ′ることがわかった。   
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表されるCu酸化物は電荷移動領域に属す   
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（3）スピネル型ZnV204、M呈Ⅴユ04及びLi∬M臥1V204系   
正スピネル型MV20ヰの結晶構造は、酸素に四面体的に囲まれたMイオンと、八面  
体郎‖こ囲まれ・たⅤイオン、及び■0イオンの最密構造で表され．る。Ⅴイオンのネット  
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（4）新ブロンズLi－B－Ⅴ－0系   
本物質系は、LiBO2フラックス法を用いて、  
である（小野田：未出J振）。  













































本年度は以下の2種の物質系を対象とした。   
（1）Ti305及び元素置換系   
（2）ペロブスカイト型Ceト‡SrITiO叫系  
各物質系に関する研究の概略を以下に記す。  
（1）Tら05及び元素置換系   
TiOユから酸素を引き抜いて得られる物  
質系TinO加．1（乃≧4）は、ある温度で金属一絶  















































高温で起こっている。   
実験結果の再現性、試料依存性等を確認．し、種々のモデルを検討するとともに、  
今後Ⅹ線四軸実験による詳j細な研究を計画している。  
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